
収穫の秋
いただきます！

新米で作った「だまこもち」
新鮮「やさい」、旬の「きのこ」
みんないっしょにグッツグツ

五城目名物「だまこなべ」
さぁ、みんなでいっただっきまぁ～す。

（撮影：盆城庵）

」をほおば
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議会費
1億0,839万円 1.9％

諸支出金
6,539万円 1.2％

労働費
2,719万円 0.5％

農林水産業費
3億4,237万円 6.1％

商工費
2億3,360万円 4.2％

諸収入
1億2,684万円 2.2％

その他
1億4,288万円 2.5％

繰入金
3,016万円 0.5％

繰越金
1億5,518万円 2.7％

衛生費
4億0,467万円
7.3％

土木費
6億3.891万円
11.4％

消防費
2億9,641万円
5.3％

教育費
6億5,703万円
11.8％

災害復旧費
6,109万円
1.1％

町税
8億5,445万円
14.8％

財産収入
258万円
0.1％

分担金・負担金
3,286万円
0.5％

使用料・手数料
8,621万円
1.5％

地方譲与税
7,925万円
1.4％

地方交付税
26億0,862万円

45.1％

依存財源
44億9,374万円

77.7％

自主財源
9億7,610万円
16.9％

その他
3億1,218万円

5.4％

国庫支出金
4億5,227万円
7.8％

県支出金
2億7,358万円
4.7％

町債
9億1,430万円
15.8％

町の支出  55億8,505万円 町の収入  57億8,202万円

地方特例交付金
2,284万円
0.4％

総務費
7億6,119万円
13.6％

民生費
11億2,359万円
20.1％

公債費
8億6,522万円

15.5％

平成15年度決算報告

平成15年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、
私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。
決算は、このお金が私たちの暮らしや、まちづくりの中でどのように入ってきて、
そしてどう活かされたかをまとめたものです。
平成15年度の町の決算のあらましを見てみましょう。

平成15年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、
私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。
決算は、このお金が私たちの暮らしや、まちづくりの中でどのように入ってきて、
そしてどう活かされたかをまとめたものです。
平成15年度の町の決算のあらましを見てみましょう。

ま
ち
の
家
計
簿
を
見
よ
う

ま
ち
の
家
計
簿
を
見
よ
う

ま
ち
の
家
計
簿
を
見
よ
う

収
入
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
一
般
会
計

の
収
入
は
前
年
度
に
比
べ
て
一
億
五
百
十

六
万
円
増
え
、
総
額
で
五
十
七
億
八
千
二

百
二
万
円
で
す
。

収
入
は
町
独
自
で
調
達
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
そ
の
他
に
頼
る
「
依
存
財
源
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
町
民
税
や
固
定
資
産
税
は
自
主
財
源

で
、
町
の
収
入
の
一
六
・
九
㌫
で
す
。

ま
た
、
町
で
は
地
方
交
付
税
や
補
助
金

な
ど
国
や
県
か
ら
の
お
金
を
、
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
依
存

財
源
」
で
す
。
依
存
財
源
は
町
の
収
入
の

七
七
・
七
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。 

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は
五
十
五
億
八

千
五
百
五
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
六

千
三
百
三
十
七
万
円
増
え
ま
し
た
。

十
五
年
度
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
の

圧
縮
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
改
革
大
綱
の

実
施
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
務
事
業
の

見
直
し
と
経
常
経
費
の
節
減
を
図
り
、
一

般
財
源
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。（
十
五
年

度
に
行
わ
れ
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
左

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

一般会計は約1億9千7百万円の黒字
　
　
　

 

費
用
対
効
果
を
念
頭
に

　
　
　

事
業
を
展
開

　
　
　

 

自
主
財
源
は
16.9
㌫

支
出

収
入



15
年
度
の
主
な
事
業
（
抜
粋
）
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◆総　務　課
・定住促進事業 ･･･････････ 945万円
　 過疎化の抑制に努めました
・ 水力発電施設周辺地域交付金事業
　　　　　　 ･････････････ 985万円
　 帝釈寺集会所を整備しました
・電算業務費 ･･･････････ 5,770万円
　 総合行政ネットワークシステムの
構築など、事務の効率化を図りま
した

◆建　設　課
・地方道路整備臨時交付金事業
　　　　　 ･･････････2億6,583万円
　 西野海老沢線と下山内小倉線の整
備を進めました
・戸村堰緑道整備事業 ･･･ 3,937万円
　 戸村堰沿いに緑道公園の整備を進
めました

◆農　林　課
・担い手育成基盤整備事業
　　　　 ･･･････････････ 2,339万円
　 山内、蓬内台地区のほ場整備を進
めました
・ふるさと農道緊急整備事業
　　　　 ･･･････････････ 3,357万円
　 高崎地区の農道の整備を進めまし
た
・広域林道開設事業 ･････ 3,928万円
　 五秋蛇喰線と森山猿田沢線の整備
を進めました

◆商工観光課
・きゃどっこまつり ･･･････ 600万円
　 和太鼓響演会、きゃどっこ音頭、
光のパレードなどを行いました

◆町民生活課
・ 合併処理浄化槽設置整備事業
　　　　　 ･････････････ 1,276万円
　 公共下水道、農業集落排水の計画
区域外で、生活雑排水を処理する
ために整備を進めました

◆消防本部
・ 高規格救急車整備事業 ･ 4,372万円
　 高規格救急車と高度救命用機材な
どを整備しました

◆福祉保健課・学校教育課
・幼稚園・保育園建設事業
　　　　 ････････････2億9,618万円
　 幼稚園・保育園一体型施設を整備
しました

特別会計・企業会計の決算状況

介護保険特別会計
歳入　9億1,220万1,490円
歳出　8億7,983万4,006円
在宅介護や施設介護サービスなどに使いました

森山荘特別会計
歳入　1億2,584万4,233円
歳出　1億1,732万2,870円

養護老人ホーム森山荘の管理運営のために使いました

観光施設管理運営特別会計
歳入　1億7,899万2,242円
歳出　1億7,876万0,136円

五城館など観光施設の管理運営のために使いました

国民健康保険特別会計
歳入　11億5,594万3,276円
歳出　10億2,013万4,530円

国保加入者の医療費を給付するために使いました

老人保健（医療）事業特別会計
歳入　17億9,029万4,495円
歳出　17億7,814万2,725円

75歳以上の方の医療費をまかなうために使いました

農業集落排水事業特別会計
歳入　1億3,985万7,481円
歳出　1億3,911万2,400円
都市計画区域以外の下水道の管理に使いました

下水道事業特別会計
歳入　5億3,241万9,188円
歳出　5億3,029万7,645円
公共下水道の整備や汚水処理に使いました

簡易水道事業特別会計
歳入　3億8,263万0,985円
歳出　3億7,790万3,883円

水道整備などに使いました

水道事業会計
（収益的支出）1億8,117万6,615円
（資本的支出）1億8,847万3,763円
安心して使える水を供給するために使いました

老人訪問看護事業特別会計
歳入　1億3,562万7,039円
歳出　1億2,765万4,392円

　　家庭にいるお年寄りや障害のある方を訪問し
　　看護するために使いました
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第
八
回
合
併
協
議
会
が
、
六
月
二
十
九
日

に
八
郎
潟
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議
会
議

員
の
在
任
特
例
期
間
を
一
年
と
し
、
三
町
の

議
会
議
員
五
十
二
人
が
平
成
十
八
年
九
月
末

ま
で
の
一
年
間
、
引
き
続
き
新
町
の
議
会
議

員
と
し
て
在
任
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
字
名
の
区
域
と
名
称
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
字
（
小
字
）
の
区
域
と
名
称
は

原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
通
り
と
し
、
大
字

名
は
地
域
の
実
情
や
住
民
の
意
向
を
尊
重
し

な
が
ら
合
併
前
に
現
町
で
そ
れ
ぞ
れ
調
整
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
十
九
日
の
集
中
豪
雨
で
す
が
、
被
害

箇
所
は
七
月
二
十
六
日
ま
で
の
調
査
時
点
で

三
十
三
か
所
で
、
そ
の
被
害
総
額
は
概
算
で

一
億
六
千
百
八
十
五
万
円
で
す
。

八
月
二
十
日
未
明
の
台
風
十
五
号
の
接
近

に
よ
り
、
日
本
海
沿
岸
の
広
範
囲
に
わ
た
る

停
電
が
あ
り
、
五
城
目
町
全
域
が
停
電
と
な

り
ま
し
た
。

  

今
回
の
大
規
模
停
電
は
、
町
の
施
設
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
二
十
日
午
前
三
時
過

ぎ
の
停
電
と
同
時
に
、
浄
水
場
の
送
水
ポ
ン

プ
が
停
止
し
、
午
前
九
時
三
十
分
に
は
給
水

バ
ル
ブ
を
閉
め
給
水
制
限
に
入
り
ま
し
た
。

浄
水
場
の
電
気
復
旧
が
午
後
七
時
頃
で
三
十

分
後
に
は
給
水
バ
ル
ブ
を
開
き
給
水
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
馬
場
目
簡
易
水
道
で
も
一
部
地
域

で
午
前
四
時
に
断
水
し
ま
し
た
が
、
約
五
時

間
後
に
復
旧
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
に
秋
田
県
沖
を
通
過
し
た

台
風
十
六
号
で
す
が
、
先
の
十
五
号
よ
り
勢

力
が
強
く
、
三
十
一
日
未
明
か
ら
秋
田
県
が

強
風
域
に
入
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

三
十
日
午
後
五
時
十
五
分
に
災
害
警
戒
対
策

室
を
設
置
し
、
災
害
時
に
備
え
た
資
機
材
、

浄
水
場
の
体
制
、
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
へ

の
対
応
、
小
中
学
校
の
休
校
と
幼
稚
園
と
保

育
園
の
休
園
、
台
風
の
接
近
に
備
え
職
員
二

名
を
宿
直
さ
せ
、
有
事
の
連
絡
体
制
を
図
る

な
ど
万
全
を
期
す
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

強
風
は
三
十
一
日
未
明
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で

続
き
ま
し
た
が
、
幸
い
大
き
な
災
害
の
発
生

も
無
く
通
過
し
ま
し
た
。

町
で
確
認
し
た
被
害
は
、
非
住
家
建
物
の

屋
根
損
壊
三
棟
、
倒
木
二
件
で
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
関
係
は
森
林
資
料
館
の
屋
根
瓦
の

一
部
は
く
離
、
盆
城
庵
の
か
や
ぶ
き
屋
根
一

部
損
壊
、
倒
木
二
件
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
で
す

が
、
昨
年
八
月
に
八
郎
湖
周
辺
六
市
町
村
廃

棄
物
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
建
設
候
補
地

を
若
美
町
に
絞
り
、
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き

ま
し
た
。

七
月
二
十
六
日
の
協
議
会
で
、
若
美
町
か

ら
現
在
の
と
こ
ろ
用
地
確
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
複
数
か
所
の
候
補
地
を
視
野
に
関

係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
、
協
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
若
美

町
に
努
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
確
認
し
て
い

ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
森
山
荘
の
公
設
民
営
化

に
つ
い
て
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
入
所
者
へ

の
よ
り
専
門
的
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
来
年
度
か
ら
実
施

す
べ
く
、
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

移
管
も
同
様
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
い
な

が
ら
作
業
を
進
め
、
い
ず
れ
も
平
成
十
六
年

度
中
に
課
題
や
問
題
点
を
ク
リ
ア
し
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
民
営
化
が
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

台
風
十
五
号
・
十
六
号

公
共
施
設
に
も
被
害

町
民
生
活
課

森
山
荘
の
民
営
化
を
め
ざ
し

作
業
を
進
め
て
い
ま
す

福
祉
保
健
課

在
任
特
例
は
一
年
間

小
字
名
は
原
則
こ
れ
ま
で
通
り

総　

務　

課

9月議会定例会9月議会定例会
　平成16年第３回町議会定例会が、９月６日から17
日までの日程で開催されました。
　６日は佐藤町長からの行政報告がありました。８日
は、一般質問が行われた後、議案が上程され、９日は、
各常任委員会が開かれ、10日から決算特別委員会が
開かれました。16日には再び各常任委員会が開か
れ、議案などについて審議しました。
　本会議は17日に再開され、「平成15年度一般会計
歳入歳出決算認定について」など31件が原案通り可
決・認定・同意されました。
　しかし、「平成16年度一般会計補正予算」について
は町議会議員11人より、道の駅・直売所の後方約2.4
㌶の町有地に建設を予定したグラウンドゴルフ場の
測量などの委託料「グラウンドゴルフ場整備事業」
300万円と、国・県からの補助を受け、焼却業務を廃
止した清掃センター（小倉）を改修・解体し、たい肥製
造の拠点施設を建設するための「資源循環型農業推
進総合対策事業」1億6,794万9,000円を削除した
修正案が提出され、修正案が可決されました。
　今月号では、定例会初日に行われた、町長の行政報
告を紹介します。

　平成16年第３回町議会定例会が、９月６日から17　平成16年第３回町議会定例会が、９月６日から17

平成16年度一般会計補正予算案
など32件が可決・認定・同意
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観
光
施
設
の
管
理
運
営
は
開
発
公
社
に
委

託
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
主
性
や
創
造
性
の

範
囲
が
広
が
り
、
弾
力
的
な
運
営
が
可
能
と

な
り
、
公
共
性
を
維
持
し
つ
つ
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
大
き
な
行
政
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
行
政
改

革
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
さ
ら
な
る
改
善

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
委
員
会

の
答
申
を
踏
ま
え
、
今
後
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

七
月
十
九
日
と
八
月
六
日
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
田
ん
ぼ
の
畦
畔
崩
落
、
水
路
の
法
面

崩
落
な
ど
農
地
七
か
所
、
施
設
十
か
所
に
被

害
を
受
け
た
ほ
か
、
林
道
五
秋
蛇
喰
線
の
法

面
崩
落
な
ど
六
路
線
八
か
所
に
林
道
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
国
の

災
害
査
定
を
受
け
、
予
算
配
分
が
決
定
次
第
、

早
期
に
復
旧
工
事
を
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
八
月
二
十
日
と
三
十
一
日
に
襲
来
し

た
台
風
十
五
号
、
十
六
号
は
強
風
と
潮
風
害

に
よ
り
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
経

過
す
る
に
つ
れ
、
水
稲
な
ど
主
要
作
物
に
被

害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

  
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
八
月
二
十
五
日
、
Ｊ

Ａ
（
五
城
目
支
所
）、
共
済
組
合
と
連
携
し
、

潮
風
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
現
地
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
大
川
地

崎
地
区
で
塩
害
の
被
害
が
多
く
確
認
さ
れ
、

早
急
に
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
関
係

機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

九
月
一
日
現
在
の
県
の
取
り
ま
と
め
に
よ

る
被
害
状
況
は
、
全
体
の
水
稲
作
付
面
積
千

二
百
㌶
の
う
ち
被
害
面
積
三
百
五
十
三
㌶
、

二
九
・
四
㌫
、
減
収
額
一
億
一
九
六
三
万
四

千
円
、
減
収
率
六
・
三
㌫
と
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
、
町
は
被
害
農
家
の
救
済
支
援
な
ど

に
つ
い
て
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

七
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
河
川
四
か
所
、
道
路
四
か
所
、
計
八

か
所
に
災
害
が
発
生
し
、
国
へ
申
請
し
て
い

ま
し
た
が
、
九
月
八
日
に
国
の
査
定
が
実
施

さ
れ
、
被
災
規
模
、
被
害
額
が
決
定
し
ま
す

の
で
、
早
急
に
復
旧
工
事
を
実
施
し
た
く
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

七
月
十
九
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
各
簡

易
水
道
施
設
に
損
害
を
被
り
ま
し
た
。

高
千
簡
水
に
つ
い
て
は
、
林
道
の
路
肩
崩

落
に
よ
り
送
水
管
が
外
れ
た
た
め
、
土
砂
と

立
木
を
撤
去
し
、
二
十
日
午
後
六
時
に
給
水

し
、
脇
乙
簡
水
に
つ
い
て
は
、
ろ
過
池
周
辺

の
斜
面
が
崩
落
し
、
水
路
に
土
砂
が
流
入
し

配
管
が
露
出
し
た
た
め
に
土
砂
の
撤
去
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、
北
々
口
簡
水
に
つ
い
て
は
、
十
九

日
夜
か
ら
全
戸
断
水
し
ま
し
た
が
、
漏
水
か

所
を
調
査
し
た
結
果
、
法
面
崩
落
に
よ
り
配

水
管
が
外
れ
て
お
り
、
配
水
管
の
位
置
を
布

設
替
え
し
て
修
繕
し
二
十
四
日
深
夜
に
給
水

し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
二
十
日
の
台
風
に
よ
る
停
電

の
た
め
に
、
馬
場
目
簡
水
の
一
部
地
域
と
上

水
道
区
域
が
断
水
し
、
通
水
後
に
も
濁
り
水

が
発
生
し
て
町
民
の
皆
様
に
多
大
の
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
に
対

応
の
再
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

監査委員の選任につき
議会の同意を求めることについて
（  10月５日に任期が満了する伊藤長雄
さんを引き続き選任することに同意が
得られました）

教育委員会委員の任命につき
議会の同意を求めることについて
（  ９月30日に任期が満了する伊藤容一
郎さん、早坂浩史さん、小玉孝一さん
を引き続き任命することに同意が得ら
れました）

人権擁護委員候補者の推薦につき
意見を求めることについて
（  高堂史子さんと、12月31日に任期が
満了する今村多恵子さんを推薦するこ
とに同意が得られました）

平成15年度
一般会計歳入歳出決算認定について
（ 内容は、２、３㌻をご覧ください）

平成16年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ1億1,305万3,000
円の増額補正。補正後の予算総額は58
億5,934万2,000円。
主な補正内容
歳　入
● 農林水産施設災害復旧費負担金
　　　……………………5,530万円の増
● 公共土木施設災害復旧費負担金
　　　………………………667万円の増
● 農林水産施設災害復旧債
　　　……………………1,650万円の増
● 公共土木施設災害復旧債
　　　………………………330万円の増
歳　出
●林道補修事業…………… 60万円の増
　（ 豪雨により被害を受けた林道の補修
費）

●農地農業用施設災害復旧費
　　　……………1,826万3,000円の増
　（ 豪雨による農地災害７か所、施設災
害10か所の工事費）

●林道施設災害復旧費
　　　……………6,918万9,000円の増
　（ 豪雨による林道災害の工事費）
●公共土木施設災害復旧費
　　　……………………1,000万円の増
　（ 豪雨による河川災害４か所、道路災
害４か所の工事費）

● 交通安全対策費………… 13万円の増
　（ 台風により倒れたカーブミラーの修
繕費）

● 道路維持費………258万6,000円の増
　（ 道路維持などに要する経費）
● 学校管理費………115万7,000円の増
　（ 台風による被害などの修繕費）

観
光
施
設
の
管
理
運
営
を

具
体
的
に
検
討
し
ま
す

商
工
観
光
課

可決・認定・同意
された主な議案

月議会定例会9

台
風
に
よ
る
水
稲
の
被
害

減
収
額
は
約
一
億
二
千
万
円

農　

林　

課

災
害
復
旧
工
事
を

早
急
に
実
施
し
ま
す

建　

設　

課

台
風
災
害
を
教
訓
に

対
応
を
再
検
討
し
ま
す

水　

道　

課
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　10月30日㈯・31日㈰の２日間、第28回町産業文化祭が広域
五城目体育館、町民センターを会場に開催されます。産業や文
化活動の成果が展示公開されますので、町発展の息吹をぜひ肌
で感じとってください。
　広域体育館では、物産展示即売や生活工夫展、文芸展、芸術
展、児童・生徒作品展などの協賛展示なども行われる。

●
出
品
作
品
を
募
集

　

産
業
文
化
祭
で
は
、
農
林
産
品
や
商
工
業
品
な
ど
の

展
示
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

農　
林　
産　
品

　

 

①
水
稲
②
畑
作
物
、
た
ば
こ
③
果
実
④
野
菜
、
花
き

⑤
農
林
園
芸
加
工
品
な
ど
⑥
林
産
物
⑦
珍
品
（
特
に

大
き
い
も
の
や
、
珍
し
い
も
の
）

▼ 

商　
工　
業　
品

　

①
木
材
②
木
工
品
③
工
芸
品
④
食
品
⑤
工
業
品

▼ 

生
活
工
夫
展

・ 

衣
類
更
生
品
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
も
の

※ 

出
品
物
の
受
け
付
け
は
、
十
月
二
十
九
日
㈮
、
体
育

館
内
で
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

秋の食味を楽しもう！

挑戦コーナーで楽しもう！

まだまだあるよ！産業文化祭

褒賞授与式は町功労者表彰式典と合同開催

第28回　産　業　文　化　祭

● 五城目名物だまこもち、　
そば、手づくり漬け物、　
みそたんぽ、栗ごはん、　
農産物

10月30日･31日

●利き酒コンクール 10月31日
14：00～15：00

● なめこつかみどり 10月31日
15：00～16：00

● 文芸展・芸術展 10月30日･31日
19：00～16：00

●お茶のつどい・野点会 10月30日･31日
19：00～16：00

●苗木プレゼント 10月30日
10：00～11：00

●Goっくんカード抽選会 10月31日
13：00～14：00

●第21回町芸文協芸能発表会
　第２体育室

10月31日
14：00～16：00

●金融・生活設計コーナー
　（秋田県金融広報委員会）

10月30日･31日
10：00～15：00

「
馬
場
目
川
上
流
部
に
ブ
ナ
を
植
え
る

会
」で
は
、十
一
月
三
日
、「
第
十
二
回
秋
田
・

ブ
ナ
を
植
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
で
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
こ
れ
ま
で

馬
場
目
川
の
上
流
部
に
、
一
万
五
百
本
の

ブ
ナ
を
植
林
し
、
毎
年
下
刈
り
な
ど
の
保

育
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

十
一
年
前
に
植
え
た
八
十
㌢
の
苗
木
は

現
在
約
五
㍍
を
超
え
、
幹
周
り
が
四
十
㌢

に
な
る
若
木
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

馬
場
目
川
源
流
部
と
み
ん
な
の
心
に

「
ブ
ナ
の
森
」を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、

今
年
も
植
林
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　
　

時

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

　

午
前
９
時
30
分　

五
城
目
町
役
場
出
発

▼
植　
栽　
地

　

 

馬
場
目
沢
国
有
林
ア
シ
ノ
ク
ラ
沢

▼ 

植
栽
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼ 

昼
食
交
流
会

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼ 

お
持
ち
に
な
る
も
の

　

 

昼
食
、
唐
ぐ
わ
（
唐
ぐ
わ
は
事
務
局
で

も
準
備
し
ま
す
）

※ 

参
加
申
し
込
み
は
、
田
中
洋
一
さ
ん

（
乙
市
・
☎
８
５
４
・
２
０
２
６
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 2004年

11月３日
（文化の日）

● 

褒
賞
授
与
式
は
、町
功
労
者
表
彰
式
典
と
合
同
開
催

　

産
業
文
化
祭
で
は
各
部
門
ご
と
に
出
品
物
の
審

査
を
行
い
、
優
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
主
催
者

賞
な
ど
を
授
与
す
る
褒
賞
授
与
式
を
行
い
ま
す
。

式
は
、
十
月
三
十
一
日
㈰
午
前
十
時
か
ら
、
広
域

五
城
目
体
育
館
で
、
町
功
労
者
表
彰
式
典
と
合
同

で
開
催
し
ま
す
。

お問い合わせは、産業文化祭事務局（役場農林課☎８５２・５２１５）へ
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　職員の給与は、人事院や県人事委員会の給与勧告、他の
地方公共団体とのバランスを考え、町議会の審議を経て、
条例で定めます。
　当町職員給与は、給与水準の比較方法である「ラスパイ
レス指数」でみると、この数年間徐々に向上はしているも
のの、依然低い状況です。

１．ラスパイレス指数
（国家公務員の俸給を100としています）

　五城目町のラスパイレス指数の推移

※ 平成16年度一般職員退職者の平均支給額は、23,718千円となっています。

町職員の給与の現状
町職員の給与の実態を皆さんに知っていただくため、その現状を紹介します。（役場総務課）

平成15年度
87.1

平成14年度
86.5

平成13年度
86.1

平成12年度
85.2

平成11年度
85.4

年　度
ラスパイレス指数

３．職員給与費の状況
　 平成16年度当初予算における職員給与費は次のとおり。

（単位：千円）

（注） この予算には四役とALTを含み、老人ホーム・水道・下水道・農業集落排
水事業の職員、臨時職員は含みません。また、退職手当を含みません。

1人あたり給与額
（Ｂ／Ａ）
6,034

計　Ｂ
1,007,631

その他手当
81,296

寒冷地手当
21,218

期末勤勉手当
257,555

給　料
647,562

職員数 Ａ
（16.4.1）
167人

給　　　与　　　費

４．平均給料月額と平均年齢
　 平成16年度当初予算における職員給与費は次のとおり。

平成16年4月1日
平均給料月額
3,065百円
2,808百円

平均年齢
44歳
55歳

区　分

一般行政職
技能労務職

平均給料月額
3,133百円
2,845百円

平均年齢
44歳
56歳

平成15年4月1日

５．初任給などの状況　　　　　　　（平成16年4月1日現在）
技能労務職

区　　　分

初　任　給
採用後2年経過時

高校卒
1,360百円
1,465百円

一　般　行　政　職
高校卒（初級）
1,388百円
1,485百円

短大卒（中級）
1,485百円
1,602百円

大学卒（上級）
1,707百円
1,844百円

（注） 経験年数は､採用前に民間企業などに勤務した経験がある場合､その期間を
換算し採用後の勤務期間に加算した年数です。

６．経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
（平成16年4月1日現在）

　 経験年数が約15年・20年・25年の職員について、平均
給料月額は次のとおり。

高　校　卒
2,364百円
2,693百円
3,156百円

短　大　卒
2,364百円
2,664百円
3,359百円

大　学　卒
2,776百円
3,156百円
3,486百円

区　　分

経験年数約15年
経験年数約20年
経験年数約25年

一　　般　　行　　政　　職

２．人件費の状況
　 平成15年度決算における歳出額に占める人件費の割合は
次のとおり。

（平成15年度決算状況調査より）

構 成 比 率
（Ｂ／Ａ）
17.0％

人件費（職員給）
Ｂ

967,849千円

歳　出　額
Ａ

5,690,631千円

住民基本台帳
人口（16.3.31）
12,351人

８．職員手当の状況
①期末勤勉手当　支給割合は国と同じで、次のとおり。

②退　職　手　当　 退職手当は､退職時の給料月額に退職事
由･勤続年数による支給割合を乗じた額
となります。

③特殊勤務手当　 特殊勤務手当の種類･支給額などは次の
とおり。　　　　　　　（平成16年4月1日）

④時間外勤務手当（水道･選挙関係除く）

計
3.00月
1.40月

12月期
1.60月
0.70月

6月期
1.40月
0.70月

区　分
期末手当
勤勉手当

勤続30年
41.25月分
54.45月分

勤続25年
33.75月分
44.55月分

勤続20年
21.0月分
28.875月分

最高限度額
60.0月分
62.7月分

区　分
自己都合
勧奨・定年

1人あたり支給額
（日額または1勤務）
400円（専従職日額）
200円（その他日額）
200円 （日額）
325円（夜間時間額）
200円（救急１勤務）

全 職 員 に
占める割合

2.8％

1.1％

12.9％

支給職員数

5人

2人

23人

区　　　分

社会福祉介護業務従事者

清掃･し尿処理業務従事者

消 防 業 務 従 事 者

21,719,749円
132,437円

支 　給 　総 　額
1人あたり支給年額

平成15年度

⑤扶養・住居・通勤手当
13,500円
 6,000円
 6,500円
11,000円
 5,000円
27,000円
 2,500円
45,000円
24,500円

配偶者の分
配偶者以外の2人目までの分
ただし、配偶者が扶養でない場合、1人目につき
　　　　配偶者がない場合、1人目につき
その他の分
借家の場合の支給限度額
持家の場合の支給額（新築から5年まで）
交通機関利用の場合の支給限度額
交通用具（自動車等）利用の場合の支給限度額

扶養手当

住居手当

通勤手当

９．特別職の給料などの状況
　町長・議員などの特別職の給料・報酬は次のとおり。

期 末 手 当
6月期
12月期

計

1.40月分
1.60月分

 
3.00月分

報酬月額
295,000円
258,000円
247,000円

給料月額
870,000円
650,000円
608,000円
537,000円

区分
町 長
助 役
収入役
教育長

区分
議 長
副議長
議 員

10．職員数の状況
　町の各部門の職員数は、次のとおり。

平成16年度
0
△1
1
△1
1
△1
0
△2
△3
0
△3
△3
△6
0
0
0
0
△6

平成15年度
0
0
0
△3
0
0
0
0
△3
0
0
△2
△5
0
0
0
0
△5

平成16年度
2
37
10
26
11
13
7
9

115
21
24
45
160
8
2
9
19
179

平成15年度
2
38
9
27
10
14
7
11
118
21
27
48
166
8
2
9
19
185

平成14年度
2
38
9
30
10
14
7
11
121
21
29
50
171
8
2
9
19
190

区　　分
部　　門
議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農　　林
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計

普通会計　計
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計
合　　計

対前年増減数職　　員　　数

一
般
行
政
部
門

特
別
行

企
業
会
計

（注） 職員数は、休職者･派遣職員を含み､臨時的任用職員･非常勤職員を除きます。

７．一般行政職の級別職員数の状況
（平成16年4月1日現在）

計

124人
100.0%

１級

主 事

5人
4.0％

２級

主 事

12人
9.7％

３級

主 任

16人
12.9％

４級

係 長

25人
20.2％

５級

主 査

33人
26.6％

６級

課長補佐

16人
12.9％

７級
課 長
室 長
主席補佐
17人
13.7％

8級

課 長

0人
0.0％

区　分

標準的な
職務内容

平成16年度
職員数と構成比

（平成16年度給与実調カード11より）
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―
　

高
津　

智
さ
ん
（
自
営
業
）

大
潟
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
完
成
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
交
流
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
。
早
期
完
成
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

五
城
目
町
と
秋
田
市
を
結
ぶ
秋
田
八
郎
潟
線

の
杉
沢
以
降
の
早
期
開
通
も
併
せ
て
お
願
い

す
る
。

―
　

秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
長

五
城
目
八
郎
潟
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
潟
村
に
至
る

道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
は
ま
だ

さ
れ
て
い
な
い
。
県
で
整
備
す
る
の
か
町
で

整
備
す
る
の
か
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

新
町
の
建
設
計
画
の
中
で
議
論
さ
れ
る
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
町
の
方
々
と
勉
強
・
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
田
八
郎
潟
線
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
待

避
所
や
一
・
五
車
線
改
良
な
ど
で
進
め
て
い

く
準
備
を
し
て
い
る
。
蛇
喰
や
北
の
又
方
面

に
も
、
住
宅
が
あ
る
の
で
、
最
低
限
の
生
活

を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
整
備
を
進
め
た
い
。

―
　

工
藤　

佳
さ
ん
（
町
婦
人
会
会
長
）

幼
保
一
体
化
の
た
め
、
県
独
自
の
モ
デ
ル

形
成
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
市

町
村
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
形
態
が

あ
る
。
職
員
の
身
分
、
保
育
料
な
ど
の
問
題

点
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
。

―
　

寺
田
知
事

幼
稚
園
、
保
育
園
も
こ
れ
か
ら
は
独
立
行

政
法
人
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
民
間
の
よ
う

に
採
算
性
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
し
、
厳

し
い
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
。
公
立
は
コ
ス
ト

が
高
い
し
、
柔
軟
性
に
欠
け
る
。
市
町
村
行

政
で
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
県
に
相
談

し
て
欲
し
い
。

―
　

原
田
啓
蔵
さ
ん
（
町
商
工
会
副
会
長
）

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
促
進
に
係
る
県
の

施
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

―
　

寺
田
知
事

秋
田
県
は
地
方
部
と
の
基
幹
回
線
は
、
全

て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
Ｉ

Ｘ
も
含
め
、
秋
田
県
は
進
ん
で
い
る
方
だ
。

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
も
合
併
に
よ
っ
て
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
各
家
庭
に
つ
な
が
っ
て
い

く
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

―
　

宮
田
聡
子
さ
ん
（
五
一
中
学
校
評
議
員
）

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
も
っ
と
地

元
の
教
師
を
置
い
て
ほ
し
い
。

―
　

寺
田
知
事

教
職
員
は
異
動
の
少
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
れ
が
、
あ
る
面
で
は
学
校
側
が
安
住
し
て

競
争
の
な
い
社
会
に
な
っ
た
要
因
だ
。
こ
の

た
め
、
広
く
社
会
を
見
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
で
、
教
職
員
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
全

く
事
務
的
、
機
械
的
に
異
動
さ
せ
て
い
る
。

教
育
は
地
域
で
居
着
い
て
行
う
こ
と
も
大

事
だ
が
、
先
生
が
よ
そ
の
社
会
を
知
る
こ
と

も
大
事
だ
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
だ
と
、
先
生

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
皆
仲
間
同
士
に
な
っ
て
、
何
も

発
展
が
な
く
な
る
。

　寺田知事と意見交換を行う「市町村
懇談会」が８月26日、役場２階正庁で
開催されました。
　この懇談会は、地方の自立や地域づ
くり、今年第二期実施計画がスタート
した「あきた21総合計画」について、
知事が県民から直接意見を聞き、その
推進に役立てようと行われました。
　県庁からは寺田県知事、三浦地域振
興局長ら18人が出席。五城目町から
は各分野の代表９人が意見交換に参加
し、これからの五城目町や秋田県がど
うあるべきかを語り合いました。
　今月号では市町村懇談会で話し合わ
れた内容の一部をご紹介します。

知知
事事
のの
市市
町町
村村
懇懇
談談
会

大
潟
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

地
元
教
員
の
採
用
に
つ
い
て
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―　
宮
田
聡
子
さ
ん

一
年
ご
と
に
担
任
の
先
生
が
代
わ
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
的
な
先
生
に
な
っ
て
し
ま
う
の

も
困
る
。
四
年
位
で
異
動
す
る
よ
う
に
配
慮

し
て
欲
し
い
。

―　
中
央
教
育
事
務
所
長

学
校
に
先
生
が
配
置
さ
れ
る
と
、
学
校
長

の
判
断
で
、
学
年
、
学
級
の
担
任
が
決
ま
る
。

学
校
長
も
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
見
て
決
め

て
い
る
。

異
動
に
つ
い
て
は
、
三
年
か
ら
五
年
を
め

ど
に
教
職
員
の
広
域
交
流
も
行
わ
れ
て
い
る
。

広
い
視
野
を
育
て
る
こ
と
に
な
り
、
教
職
員

の
人
材
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

―　
佐
藤
安
太
郎
さ
ん
（
森
林
組
合
組
合
長
）

平
成
六
年
度
に
策
定
し
た
「
秋
田
杉
の
里

構
想
」
の
進
ち
ょ
く
率
は
、
十
分
の
一
程
度

と
伺
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況

は
ど
う
か
。

―　
農
林
部
長

生
活
環
境
保
全
林
と
し
て
の
整
備
を
進
め

て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
付
い
て
い

な
い
の
で
整
備
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

十
年
も
経
過
し
て
い
る
の
で
、
必
要
が
あ

れ
ば
町
と
連
携
し
て
見
直
し
て
行
く
こ
と
も

考
え
た
い
。

―　
猿
田　

清
さ
ん
（
町
農
業
委
員
会
会
長
）

農
業
委
員
会
は
農
政
の
重
要
な
使
命
を

担
っ
て
お
り
、
農
業
委
員
会
の
交
付
金
の
確

保
を
図
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

―　
寺
田
知
事

農
業
委
員
会
は
必
要
だ
し
、
置
く
こ
と
は

い
い
。
た
だ
し
、
現
在
の
よ
う
な
形
で
置
い

て
い
て
は
財
政
的
に
や
っ
て
い
け
な
い
。

今
ま
で
ど
お
り
に
残
せ
と
言
う
の
は
無
理

だ
ろ
う
。
農
家
の
人
た
ち
や
税
金
で
負
担
で

き
る
時
代
で
は
な
い
。
新
た
な
形
の
農
業
委

員
会
に
つ
い
て
、
声
を
大
き
く
し
て
言
う
こ

と
が
生
き
残
る
方
策
で
は
な
い
か
。

―　
舘
岡
克
己
さ
ん
（
町
芸
術
文
化
協
会
会
長
）

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
芸
術
文
化
協
会
の

統
合
も
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
芸
文

協
の
対
応
に
つ
い
て
ご
指
導
願
い
た
い
。

―　
寺
田
知
事

県
と
し
て
は
、
芸
文
協
全
体
の
活
動
が
活

性
化
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
し
て
い
る
。
芸

術
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
資
金
が
必
要
だ
。

予
算
も
十
億
円
程
度
ぐ
ら
い
付
け
て
い
る
。

社
会
の
た
め
に
、
思
い
切
っ
て
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

―　
小
玉
久
男
さ
ん
（
町
教
育
委
員
長
）

あ
き
た
教
育
新
時
代
創
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
素

案
の
中
で
、「
三
学
級
以
下
の
学
校
の
教
頭
を

教
諭
に
切
り
替
え
、
児
童
の
手
厚
い
指
導
・・・
」

と
あ
る
が
、
担
任
以
外
の
増
置
教
諭
を
考
え

て
い
る
の
か
。

直
接
、
杉
沢
小
学
校
が
該
当
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
心
配
し
て
い
る
。

―　
中
央
教
育
事
務
所
長

杉
沢
小
学
校
は
、
三
学
級
十
三
人
と
該
当

に
な
っ
て
く
る
。
複
式
で
は
全
て
そ
う
だ
が
、

教
頭
先
生
が
何
ら
か
の
形
で
授
業
に
出
て
い

る
。
そ
う
で
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。
こ

れ
が
教
頭
の
ま
ま
で
お
手
伝
い
す
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
教
諭
と
し
て
の
立
場
で
お
手
伝
い
し

た
方
が
、
ま
だ
身
軽
で
動
き
が
取
り
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
説
明

を
受
け
て
い
る
。

教
頭
の
仕
事
は
、
校
長
が
持
つ
、
あ
る
い

は
一
般
教
諭
が
事
務
的
に
で
き
る
も
の
は

担
っ
て
い
た
だ
く
。
た
だ
、
教
頭
に
代
わ
る

教
諭
を
ど
う
使
う
か
ま
で
は
具
体
的
に
は
煮

詰
ま
っ
て
い
な
い
。

―　
小
玉
久
男
さ
ん

大
き
な
学
校
は
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
取
ら

れ
て
き
て
い
る
が
、
へ
き
地
校
や
小
規
模
校

は
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
教
頭
ま

で
切
ら
れ
、
単
な
る
カ
ッ
ト
で
終
わ
る
と
す

れ
ば
大
変
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。

―　
寺
田
知
事

あ
れ
も
こ
れ
も
と
町
村
で
自
己
完
結
型
で

持
っ
て
行
こ
う
と
い
う
の
で
は
だ
め
だ
。
小

学
校
が
な
か
っ
た
ら
、
隣
の
町
に
行
っ
て
も

い
い
。
近
く
に
あ
る
も
っ
と
大
き
な
学
校
に

出
し
て
あ
げ
れ
ば
、
本
人
に
と
っ
て
ど
れ
だ

け
プ
ラ
ス
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

保
育
園
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
ま
で
み
ん

な
同
じ
仲
間
で
序
列
が
で
き
あ
が
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
い
く
ら
力
の
あ
る
先
生
が
変
え
よ
う

と
し
て
も
無
理
だ
。
そ
う
い
う
学
校
は
止
め

よ
う
と
言
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
自
然
と
森
林
の
町
だ
っ
た
ら
、

そ
う
い
う
教
育
に
特
化
し
て
力
を
入
れ
て
い

く
と
か
。
町
に
よ
っ
て
特
徴
の
あ
る
教
育
を

や
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

保
護
者
か
ら
は
、
子
ど
も
を
、
力
の
強
い

学
校
に
入
れ
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
域

に
学
校
が
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

遠
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
送
り
迎
え
す
れ
ば
よ
い
。
県
も
支
援
す
る
。

子
ど
も
の
将
来
の
た
め
の
学
校
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
だ
。
使
わ

な
く
な
っ
た
学
校
は
福
祉
な
ど
に
使
え
ば
よ

い
。
子
ど
も
に
開
放
し
て
も
い
い
。
先
生
が

多
い
と
、
い
ろ
ん
な
特
技
を
持
っ
た
先
生
と

出
会
え
る
機
会
が
多
く
な
る
。
あ
る
程
度
、

規
模
の
大
き
い
学
校
の
方
が
生
徒
に
と
っ
て

幸
せ
だ
と
思
う
。

―　
千
田
峯
夫
さ
ん
（
町
議
会
議
長
）

国
で
は
平
成
十
七
年
度
に
介
護
保
険
制
度

を
大
幅
に
見
直
す
予
定
と
新
聞
な
ど
で
報
道

さ
れ
て
い
る
。
わ
か
る
範
囲
内
で
結
構
な
の

で
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

―　
福
祉
環
境
部
次
長

介
護
保
険
制
度
と
支
援
費
制
度
と
の
統
合

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

―　
寺
田
知
事

介
護
保
険
は
こ
れ
ま
で
措
置
義
務
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
由
裁
量
で
や
れ
る
よ
う

に
な
る
。

担
任
の
異
動
に
つ
い
て

秋
田
杉
の
里
構
想
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
交
付
金
に
つ
い
て

芸
文
協
の
統
合
に
つ
い
て

教
頭
の
教
諭
切
り
替
え
に
つ
い
て

学
校
の
規
模
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て



10KOHO GOJOME NO.843 2004.10.1

健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
の
子
育
て
支
援
活
動

「
ち
び
っ
こ
広
場
」「
わ
ん
ぱ
ー
く
」に

お
い
で
く
だ
さ
い

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
の
子
育
て
支
援
活
動

「
ち
び
っ
こ
広
場
」「
わ
ん
ぱ
ー
く
」に

お
い
で
く
だ
さ
い

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
（
五
城
目
幼
稚
園
・

五
城
目
保
育
園
）
で
は
入
園
前
の
お
子
さ
ん

や
保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
た
く
さ
ん
の
お
友
達
の
中
で

遊
ば
せ
た
い
方
や
、
保
護
者
同
士
で
情
報
交

換
を
し
た
い
方
。
子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談

が
あ
る
方
は
「
ち
び
っ
こ
広
場
」「
わ
ん
ぱ
ー

く
」
に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
五
城
目
幼
稚
園
（
☎

８
５
２
・
３
４
２
１
）
、
五
城
目
保
育
園

（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）
ま
で

■　健　　診　■
５日　３歳児健診
対象　 平成13年２月、３月生まれ
受付　12時45分～13時15分

15日　乳幼児健康相談
対象　 平成15年９月生まれ

10時～10時30分
対象　平成16年４月生まれ

13時～13時30分

19日　乳児健診
対象　 平成15年12月、
対象　平成16年３月、６月生まれ
受付　12時45分～13時15分

■　そ の 他　■
４日・25日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　10時～15時

ケアセンター五城目
お知らせカレンダー
ケアセンター五城目
お知らせカレンダー

高齢者の皆さんへ

　インフルエンザ予防接種は、高齢者の
発病防止や病気の重症化防止にとても
有効です。希望する方は今年中に接種す
ることをおすすめします。
　インフルエンザの予防接種は、県内の
登録医療機関（病院など）であればどこ
でも受けられます。▲

対　　象
・ 接種日に満65歳以上の方
・  60歳以上65歳未満の方で、心臓や腎
臓、呼吸器の機能障害または、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能障害
が認められる方（身体障害者手帳１級
相当の程度が認められる方）▲

接種期間
　平成17年１月31日㈪まで

▲

接種料金
　 町で1,500円を負担しますので、接
種費用の残りの金額を個人で支払い
ます。
※生活保護受給者は無料です。▲

持参するもの
　 健康保険証、老人健康手帳、生活保護
世帯証明書、身体障害者証明書▲

申し込み
　 予約が必要ですので、直接医療機関
にお申し込みください。
■ 接種の時に医師との相談が必要な方
　次のいずれかに該当する方は、あら
かじめ主治医とご相談ください。
① 心臓病・腎臓病・肝臓病、慢性の病気
で治療を受けている方
② 以前にインフルエンザの予防接種で
２日以内にアレルギーを思わす異常
があった方
③ けいれんを起こしたことがある方
④ 免疫異常を指摘されたことがある方
⑤ インフルエンザ予防接種液の成分・

鶏卵・鶏肉などに対してアレルギー
がある方
■接種を受けられない方
① 37.5度以上の熱がある方
② 重い急性疾患にかかっている方
③ インフルエンザワクチンでアナフィ
ラキシーショックを起こしたことが
ある方
④ 医師が不適当と判断した場合
※ 「アナフィラキシーショック」と
は、通常、接種後30分以内に起こる
ひどいアレルギー反応のこと
■注意事項
・ 予防接種後30分は医療機関で様子を
見る
・  インフルエンザワクチン接種後24時
間は副反応の出現に注意し観察する
・  予防接種当日の入浴はさしつかえな
いが、過激な運動や飲酒は避ける▲

お問い合わせ
　 ケアセンター五城目

（☎８５２・５１８０）

インフルエンザの
予防接種を
受けましょう

インフルエンザの
予防接種を
受けましょう

インフルエンザの
予防接種を
受けましょう

10月６日㈬
９日㈯  五城目保育

園運動会
27日㈬
28日㈭
29日㈮

11月10日㈬
25日㈭
26日㈮ 保健師の

相談
12月 1日㈬

15日㈬
1月26日㈬

開催時間
・ 水曜日は「ちびっこ
広場」を開催。午前
10時から11時30分
まで。
・ 水曜日以外は「わん
ぱーく」を開催。午
前９時45分から11
時15分まで

「ちびっこ広場」
「わんぱーく」
の 日 程

10月
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ケアセンター五城目
お知らせカレンダー
ケアセンター五城目
お知らせカレンダー

問い合わせ先
五城目朝市500年記念
マラソン大会事務局
〒018－1723　

秋田県南秋田郡五城目町
　　　　上樋口字堂社75
五城目町中央公民館内
TEL 018－852－4415
FAX 018－852－4413

2004

　

馬
場
目
小
学
校
が
創
立
百
三
十
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
馬
場

目
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・
齋
藤
忠
生

さ
ん
を
迎
え
、
音
楽
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

音
楽
会
に
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
者
・
江
良
ゆ
か
り

さ
ん
、
古
筝
（
こ
そ
う
）
演
奏
者
ウ
リ
ア
ナ
さ
ん
も
出
演
し

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

 

十
月
十
七
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま
で

▼
会　

場　

 

馬
場
目
小
学
校
体
育
館

※ 

ご
来
場
の
際
は
上
履
き
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
、
児
童
三
十
七
人
に
よ
る
学
習
発
表
会
を
十
二
時

四
十
五
分
か
ら
行
い
、
そ
の
後
音
楽
会
を
行
い
ま
す
。

 1 ／秋田地区教育長会議（役場会議室）
 3 ／ 五城目・上小阿仁間駅伝競走大会

（五城目町スタート）

 4 ／地域振興推進会議（秋田市）
 6 ／東北農政局との懇談会（秋田市）
 13 ／ 合併協議会正副会長会議（役場会議

室）

 14 ／ 第14回日本美術文化交流協会サ
ミット（役場会議室）

 17 ／ 馬場目小学校創立130周年記念学
習発表会記念音楽会（馬場目小学校）

 18 ／第13回合併協議会（役場正庁）
 19 ／県町村会建設商工委員会（秋田市）
 21 ／湖東部防災訓練（町内）
 24 ／ 第11回五城目朝市500年記念マラ

ソン大会（雀館運動公園）
 27 ／第14回合併協議会（役場正庁）
 28 ／県町村会監査（秋田市）
 29 ／ 町社会福祉協議会中間監査（ケアセ

ンター）

 30 ／ 第48回秋田県森山登山競技会（五城
目城駐車場）

 31 ／ 町功労者表彰式典・産業文化祭褒
賞授与式（広域五城目体育館）

町長の主な予定（10月）

　

十
月
十
七
日
㈰
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
朝
市
通
り
で

秋
の
朝
市
ま
つ
り
「
き
の
こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

午
前
九
時
か
ら
は
、
こ
ど
も
天
翔
太
鼓
、
十
時
か
ら
は
五

城
目
名
物
だ
ま
こ
鍋
、
な
め
こ
汁
、
桶
そ
ば
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
野
菜
の
特
価
販
売
や
包
丁
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー
、

朝
市
抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

十
月
十
七
日
㈰

　

午
前
九
時
か
ら

▼
会　

場　

朝
市
通
り

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
商
工
観
光
課
（
☎

８
５
２
・
５
２
２
２
）

ま
で

なめこやまいたけなど
旬のきのこが盛りだくさん

秋の朝市「きのこまつり」開催

き
の
こ
が
当
た
る
朝
市
抽
選
会

特
　

当
日
朝
市
や
商
店
会
で
買
物
し
た
方
に
朝
市

休
憩
所
前
で
抽
選
券
１
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

抽
選
会
は
旧
和
田
家
具
店
前
で
午
前
９
時

30
分
（
１
回
目
）
と
、
午
前
10
時
30
分
（
２
回

目
）
か
ら
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
先
着
１
５
０

本
で
景
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

別企画

馬場目小学校創立130周年
齋藤忠生さんを迎え
記念音楽会を開催

　

五
城
目
町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
の

シ
ン
ボ
ル
森
山
山
頂
を
め
ざ
し
健
脚
を
競

う
「
森
山
登
山
競
技
会
」
を
十
月
三
十
日

㈯
に
開
催
し
ま
す
。

　

秋
空
の
下
、
森
山
の
山
頂
ま
で
さ
わ
や

か
に
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　
　

時

　

十
月
三
十
日
㈯

　

 

開
会
式　

 

五
城
目
城
下
駐
車
場
で
午
前

九
時
か
ら

▼
参
加
料　

無
料

▼
種　
　

目　

　

●
団　

体　

 

一
般
男
子
（
二
区
）・
一
般
女
子
（
四
区
）・

中
学
男
子（
四
区
）・
中
学
女
子（
五
区
）・
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
二
区
）・
ペ
ア
コ
ー
ス

　

●
個　

人　

中
学
生
以
上

▼
申
し
込
み

　

 

十
月
十
五
日
㈮
ま
で
広
域
五
城
目
体
育
館
事
務
室
に
準

備
し
て
い
る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※ 

団
体
種
目
に
出
場
さ
れ
る
方
は
個
人
種
目
に
出
場
で
き

ま
せ
ん

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
（
☎
８
５
２
・
４
４
１

１
）
ま
で

10月30日㈯開催の
森山登山競技会に
参加しませんか



九
月
十
二
日
、
熱
い
日
射
し
の

下
、
二
年
に
一
度
の
「
全
町
体
育

祭
」
が
五
城
目
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
に
は
四
十
八
町
内
会
が

参
加
し
た
ほ
か
、
姉
妹
都
市
の
千

代
田
区
か
ら
万
世
橋
地
区
連
合
町

会
と
神
田
公
園
地
区
連
合
町
会
が

参
加
し
、
短
距
離
走
や
リ
レ
ー
な

ど
で
健
脚
を
競
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今年度の
町内対抗の結果
　優　勝　湯ノ又
　準優勝　下山内
　第３位　富　田
　第４位　町　村
　第５位　黒　土
　第６位　野　田
　第７位　北々口
　第８位　蓬内台
　第９位　脇　乙
　第10位　矢場崎

全町体育祭の成績
競技の部
　優　勝　蓬内台
　準優勝　北々口
　第３位　下山内
　第４位　上山内
　第５位　町　村
　第６位　水　沢
応援の部
　優　勝　湯ノ又
　準優勝　矢場崎
　第３位　蓬内台
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お
は
よ
う
野
球
五
城
目
町
予

選
、南
秋
田
郡
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

南
秋
田
郡
代
表
と
し
て
全
県
大
会

に
出
場
し
て
い
た「
小
政
倶
楽
部
」

が
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
県
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
同
大
会
で
、
小
政
倶
楽
部
は

初
戦
の
相
手
千
屋
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

（
大
曲
市
）
を
四
対
三
で
下
し
、

準
々
決
勝
に
進
出
。
続
い
て
由
利

町
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
ズ
、
河
辺
風
薇

我
沙
を
下
し
、
決
勝
戦
に
進
出
し

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
九
月
十
三
日
、
八
橋

球
場
で
行
わ
れ
、
北
秋
田
郡
代
表

の
ク
ー
ル
ボ
ー
イ
ズ
と
対
戦
。
小

政
倶
楽
部
は
菅
生
真
澄
・
畠
山
卓

志
両
投
手
が
み
ご
と
な
ピ
ッ
チ
ン

グ
を
見
せ
ま
し
た
が
、
打
線
が
つ

な
が
ら
ず
、
二
対
〇
で
惜
敗
。
し

か
し
、
全
県
初
出
場
で
み
ご
と
準

優
勝
を
獲
得
し
、
畠
山
卓
志
さ
ん

も
敢
闘
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

高
橋
照
信
監
督
は
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
と
て
も
よ
く
選
手
は
よ

く
や
っ
て
く
れ
た
。
全
員
で
前
向

き
に
が
ん
ば
っ
て
こ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
優
勝
し
た
い
」
と

大
会
を
振
り
返
り
来
年
の
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
、
広
域
五
城
目
体

育
館
で
敬
老
式
を
開
催
し
、
町
に

住
む
七
十
歳
以
上
の
方
の
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

現
在
、
町
の
七
十
歳
以
上
の
方

は
昨
年
よ
り
六
十
人
増
え
、
二
千

九
百
十
七
人
で
、
敬
老
式
に
は
約

六
百
人
の
方
が
元
気
に
参
加
し
ま

し
た
。

式
で
は
、
佐
藤
町
長
か
ら
、
古

希
、
喜
寿
、
傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
寿
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

男
性
最
高
齢
者
の
谷
地
冨
藏
さ
ん

（
九
十
七
歳
・
上
田
町
）
と
女
性

最
高
齢
者
の
米
田
美
穂
さ
ん
（
九

十
八
歳
・
新
町
）
に
記
念
品
を
贈

り
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
長

年
ご
家
族
の
介
護
に
尽
力
さ
れ
た

介
護
者
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

閉
式
後
に
は
、
内
川
保
育
園
児

が
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練

習
し
て
き
た
歌
と
お
ゆ
う
ぎ
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
陰
流
の

日
本
舞
踊
や
秋
田
万
歳
が
披
露
さ

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
の
最
高
齢
者
は
九
十
八
歳

み
ん
な
元
気
に
敬
老
式

八
月
二
十

九
日
、
馬
場
目

川
川
下
り
大
会

が
開
催
さ
れ
、

町
内
か
ら
七

チ
ー
ム
と
八
郎

潟
町
の
異
業
種

交
流
会
メ
ビ
ウ
ス
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
川
下
り
の
ス
ピ
ー
ド
や
標
語

の
う
ま
さ
、
飾
り
付
け
の
美
し
さ

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

晴
天
の
下
、
一
番
町
の
五
城
目

橋
河
川
敷
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
か

だ
は
、
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が

ら
大
川
の
竜
馬
橋
ま
で
下
り
、
約

一
時
間
ほ
ど
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。競

技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

第
三
十
五
回
お
は
よ
う
野
球
全
県
大
会

小
政
倶
楽
部
が
初
出
場
で
準
優
勝
に
！

パ
ワ
ー
爆
発
！
全
町
体
育
祭

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
蓬
内
台
が
全
町
一
に
！

▼優　勝　築地児童館

▼準優勝　なでスこJAPAN

▼第三位　人魚のナ・ミ・ダ
標語部門

▼第一位　ホックンズ
　「 いつまでも
　　清き流れを大切に
　　心を癒す　馬場目川」
スピード部門
　 ▼第一位　人魚のナ・ミ・ダ
デザイン部門
　 ▼第一位　なでスこJAPAN

八
郎
潟
町
の
メ
ビ
ウ
ス
チ
ー
ム
な
ど
八
チ
ー
ム
が
参
加
！

馬
場
目
川
川
下
り
大
会



　

八
月
二
十
九
日
、
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会（
会
場
・

青
森
市
立
文
化
会
館
）
に
出
場
し

て
い
た
五
城
目
第
一
中
学
校
吹
奏

楽
部
が
、練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

み
ご
と
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

五
一
中
吹
奏
楽
部
は
、
十
月
十 

一
日
、
秋
田
県
民
会
館
で
定
期
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。（
定
期
演
奏

会
の
お
知
ら
せ
は
十
五
㌻
）

五
一
中
吹
奏
楽
部
が
東
北
大
会
で

金
賞
を
受
賞
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第
24
回
五
城
目
町
小
学
校
相
撲
大
会

団
体
戦　

▼
優
勝　

五
城
目
小
学

校
Ａ
チ
ー
ム　

▼
準
優
勝　

馬
場

目
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム　

▼
第
３
位

　

五
城
目
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

個
人
戦　

１
・
２
年
生
の
部　

▼
優

勝　

石
川
大
治（
五
小
）▼
準
優
勝

　

内
藤
信
康（
馬
小
）▼
第
３
位　

築
地
徳
龍（
五
小
）・
西
井
大
樹（
馬

小
）

３
・
４
年
生
の
部　

▼
優
勝　

佐
藤

貴
大（
五
小
）▼
準
優
勝　

佐
藤
琢

（
五
小
）▼
第
３
位　

加
藤
達
也（
大

川
小
）・
工
藤
大
生（
五
小
）

５
年
生
の
部　

▼
優
勝　

伊
藤
直
人

（
馬
小
）▼
準
優
勝　

渡
部
陸（
五

小
）▼
第
３
位　

石
川
明
諭（
馬

小
）・
渡
辺
航
平（
大
川
小
）

６
年
生
の
部　

▼
優
勝　

大
丸
健
太

（
馬
小
）▼
準
優
勝　

佐
藤
健
大（
五

小
）▼
第
３
位　

児
玉
慧
太（
大
川

小
）・
工
藤
冴
斗（
五
小
）▼
殊
勲
賞

　

八
柳
達
哉（
大
川
小
）▼
敢
闘
賞

　

築
地
徳
龍（
五
小
）▼
技
能
賞　

伊
藤
直
人（
馬
小
）

第
12
回
南
秋
田
郡
学
童
相
撲
新
人
大
会

団
体
戦　

▼
準
優
勝　

馬
場
目
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団（
石
川
文
也
・
伊
藤

諒
翔
・
伊
藤
直
人
・
石
井
圭
輔
・
宮
城

祥
・
石
川
明
諭
）▼
第
３
位　

五
城

目
小
Ａ（
渡
部
陸
・
石
川
与
夢
・
佐
藤

貴
大
・
工
藤
大
生
・
伊
藤
琢
）

個
人
戦　

３
年
生
以
下
の
部　

▼

第
３
位　

築
地
徳
龍（
五
小
１
年
）

４
年
生
の
部　

▼
優
勝　

石
川
与
夢

（
五
小
）▼
準
優
勝　

佐
藤
貴
大（
五

小
）▼
第
３
位　

宮
城
祥（
馬
小
）

５
年
生
の
部　

▼
第
３
位　

伊
藤
直

人（
馬
小
）

第
21
回
秋
田
県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会

◆
小
学
校
六
年
男
子　

個
人
形　

▼
第
３
位　

三
浦
聖
弥（
五
小
）

◆
小
学
校
六
年
男
子　

個
人
組
手

▼
第
３
位　

三
浦
聖
弥（
五
小
）

（
敬
称
略
）

湖
東
部
水
生
生
物
研
究
会
（
代

表
・
鈴
木
利
雄
さ
ん
）
が
、
優
れ

た
環
境
教
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
団
体
・
個
人
を
表
彰
す

る
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
は
、
昭
和
六
十
年
か

ら
八
郎
湖
に
流
入
す
る
馬
場
目
川

や
富
津
内
川
な
ど
の
水
生
生
物
を

毎
年
調
査
し
、
結
果
を
発
表
し
て

環
境
保
全
の
啓
発
を
行
っ
て
お

り
、
約
二
十
年
間
に
わ
た
る
調
査

に
は
、
鈴
木
利
雄
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
約
二
千
五
百
人
の
小
学
生

が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日
、
馬
場
目
小
学

校
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
同
研
究

会
を
代
表
し
て
石
井
圭
輔
さ
ん

（
馬
小
五
年
）
が
表
彰
状
を
受
け

取
り
、
圭
輔
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
川
の
調
査
を
続
け
て
環
境
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

五
城
目
小
学
校
メ
ロ
デ
ィ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
八
月
二
十
一

日
、
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
秋
田
大
会
の
小
学
校
の
部

で
、
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
九
月
十

二
日
に
行
わ
れ
た
こ
ど
も
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
秋
田
県
大
会
に
お
い
て

優
秀
賞
に
輝
き
、
十
月
二
十
三
日

に
東
北
大
学
川
内
記
念
講
堂
で
開

催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
、
秋
田
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

五
城
目
小
メ
ロ
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ

こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
出
場
へ

湖
東
部
水
生
生
物
研
究
会
が

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞
奨
励
賞
を
受
賞

　

九
月
二
十
五
日
、
秋
田
市
ア
ゴ

ラ
広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
き
た

エ
コ
＆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
、
小
倉
川
を
五
城
目
で

一
番
き
れ
い
に
す
る
会
（
代
表
・

佐
藤
幸
作
さ
ん
）
が
「
環
境
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
で
は
毎
年
、
環
境
保
全

に
関
す
る
実
践
活
動
が
他
の
模
範

と
な
る
個
人
・
団
体
を
「
環
境
大

賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
お
り
、
同

会
は
、
五
年
前
か
ら
小
倉
川
と
地

域
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行

い
、
河
川
の
浄
化
と
自
然
保
護
に

努
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

小
倉
川
を
五
城
目
で
一
番
き
れ
い
に
す
る
会
が

「
環
境
大
賞
」
を
受
賞
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防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
湖
東
部
五
町

（
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
・
飯
田

川
町
・
昭
和
町
）
が
五
城
目
町
を
会
場
に

総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
な

ま
は
げ
」
に
よ
る
つ
り
あ
げ
訓
練
、
山
林

火
災
空
中
消
火
訓
練
を
五
城
目
小
学
校
で

行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

● 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
つ
り
あ
げ
訓
練
・

山
林
火
災
空
中
消
火
訓
練

▼
日　

時　

十
月
二
十
一
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
十
時
六
分
〜
四
十
六
分

▼
会　

場　

五
城
目
小
学
校

※ 

詳
し
く
は
五
城
目
町
消
防
署
（
☎
８
５

２
・
２
０
２
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

車上ねらいを防ぎましょう

　全国地域安全運動の秋田県の重点目標は「車上
ねらいの防止」です。車上ねらいは、車内の金品
を盗む犯罪で、昨年、県内では約65㌫がドアロッ
クをしていないときに発生しています。（昨年の
全国平均は約26㌫）
　大切なものは車内に置かず、確実にドアロック
をして車上ねらいを防ぎましょう。

  ●ドアを必ずロックする
　 　短時間でも車から離れ
るときは窓を完全に閉め
て、エンジンキーを抜いて
ドアロックしてください。
 ●車の中にバックなどを
　置いていかない
　 　車内に金品やバック、
財布などを置くと、犯罪

の発生原因をつくってし
まいます。車内には絶対
置いていかないようにし
ましょう。
 ●駐車場所に注意しよう
　 　駐車するときは、周り
からよく見える場所に置
きましょう。夜間は明るい
場所を選んでください。

　携帯電話を持ちながら運
転すると運転操作が不安定
になったり、注意を払うこと
が難しくなります。
　このことから、道路交通
法が改正され、11月１日か
ら次の行為に５万円以下の
罰金が科されることとなり
ました。▲

 運転中に携帯電話などを
手で持ちながら通話する
こと。その画面を注視す
ること。
※ 運転中は携帯電話の電源
を切るかドライブモード

にして、使用するときは
安全な場所に車を停止さ
せましょう。
※ ハンズフリー装置は規制
の対象外です。

行政処分の点数………１点
反則金
　大型自動車など

………7,000円
　普通自動車・自動二輪車

　………6,000円
　原動機付自転車など

………5,000円

11月１日から
運転中の携帯電話使用に罰則

五城目警察署　☎８５２・４１００

全国地域安全運動は
10月11日㈪から20日㈬まで

　

九
月
七
日
、
県
消
防
学
校
（
岩
城
町
）

で
開
催
さ
れ
た
全
県
消
防
操
法
大
会
に
、

男
鹿
・
南
秋
田
郡
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
五

城
目
町
消
防
団
第
七
分
団（
恋
地
・
坊
井
地
・

杉
沢
・
合
地
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

優
勝
す
れ
ば
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を

手
に
す
る
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
全
県
か

ら
集
ま
っ
た
ど
の
消
防
団
も
例
年
以
上
の

早
さ
と
正
確
さ
で
操
法
を
行
い
、
五
城
目

町
消
防
団
第
七
分
団
も
み
ご
と
な
操
法
で

全
県
第
五
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

五
城
目
町
消
防
団
第
７
分
団

全
県
消
防
操
法
大
会
で
第
５
位
に

そのほか次の訓練が行われます
● 広報訓練（本町部）
　　…… 8時30分～ 9時20分
● 災害対策部設置訓練
　　…… 9時～
● 避難・火災防御訓練（もりやまこども園）
　　…… 9時52分～10時03分
● 給水訓練（朝市駐車場）
　　……10時49分～51分
● 避難・火災防御訓練（シック関口）
　　……10時57分～11時04分
● 避難訓練（湖東老健）
　　……11時11分～32分
● 分列行進（上町通り）
　　……11時40分～55分

湖
東
部
総
合
防
災
訓
練
は
10
月
21
日
㈭

五
城
目
小
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

つ
り
あ
げ
訓
練
を
行
い
ま
す

※ 訓練時間内はサイレンを鳴らしますので火災とお間違いのないよ
うお願いします。

被害防止のために
次の３つを守ってください



　
【　

短 　

歌　

】

水
上
日
本
の
五
輪
に
感
激
ベ
ル
リ
ン
の

昔
を
辿
る
亡
き
兄
の
日
記
に上田

町　

阿
部　

み
わ

オ
リ
ン
ピ
ア
ア
テ
ネ
に
燃
ゆ
る
聖
火
台

世
界
の
若
人
心
技
を
競
う米

沢
町　

荒
川　
　

蓮

朝
毎
に
秋
深
み
ゆ
く
道
の
辺
の

野
分
の
あ
と
に
露
光
り
見
ゆ小川

口　

畑
澤　

英
子

さ
わ
や
か
な
愛
の
言
葉
の
ご
と
咲
き
し

朝
顔
亡
母
の
笑
顔
と
重
ね谷

地
中　

佐
藤　

栄
子

　
【　

俳 　

句　

】

合
併
の
町
名
鎮
も
り
稲
は
穂
に

湯
ノ
又　

沢
田
石
和
子

颱
風
過
け
ん
命
に
浮
く
蜻
蛉
一
つ

今　

町　

伊
藤　

み
ゑ

　
【　

川　

 

柳　

】

嫁
姑
川
の
流
れ
に
の
っ
て
み
る

町　

村　

石
井
ト
モ
子

泥
ん
こ
で
期
待
の
星
が
駆
け
ま
わ
る

大　

川　

渡
部　

光
人

ま
だ
ま
だ
と
思
う
と
湧
い
て
く
る
血
潮

古
川
町　

柴
田　

銀
河

我
を
捨
て
て
チ
ー
ム
に
溶
け
る
生
き
残
り

新
里
町　

加
藤　

円
心

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

昨
年
の
夏
、五
十
四
歳
の
誕
生
日
を
契
機

に
「
家
庭
菜
園
」を
始
め
た
、約
百
平
方
㍍
あ

る
。週
末
に
は
欠
か
さ
ず
通
い
今
日
に
至
っ

て
い
る
。百
姓
の
三
男
に
生
ま
れ
、跡
継
ぎ
で

は
な
か
っ
た
の
で
田
畑
へ
の
興
味
は
こ
れ
ま

で
全
く
な
く
、両
親
も
兄
弟
に
田
を
分
け
る

こ
と
は
、「
た
わ
け
（
お
ろ
か
者
）」の
す
る
こ

と
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。五
十
代
半
ば

に
し
て
野
菜
作
り
を
し
た
く
な
っ
た
。

昨
年
の
秋
は
キ
ャ
ベ
ツ
、ほ
う
れ
ん
草
、大

根
、レ
タ
ス
、エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
、タ
マ
ネ
ギ
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。い
ず
れ
の
品
目
も

プ
ロ
が
育
て
る
も
の
に
比
べ
て
姿
や
形
、大

き
さ
が
個
性
的
で
、か
つ
虫
食
い
状
態
で

あ
っ
た
も
の
の
、手
塩
に
か
け
て
大
切
に
育

て
た
野
菜
、家
族
も
喜
ん
で
食
し
て
く
れ
た
。

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
で
は
貴
重
な
体
験
を
し

た
。九
月
上
旬
、キ
ャ
ベ
ツ
苗
五
株
を
近
く
の

園
芸
店
で
購
入
、定
植
し
た
。十
月
上
旬
に
は

力
強
い
生
育
が
観
察
さ
れ
、収
穫
時
で
の
立

派
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ベ
ツ
を
家
族
に
披
露

で
き
る
ト
キ
メ
キ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
。十
一
月
上
旬
、結
球
の
始
ま
り
と
共
に
多

数
の
青
虫
を
発
見
、捕
殺
活
動
を
開
始
。当
初

は
捕
獲
し
た
青
虫
を
足
で
つ
ぶ
し
て
い
た

が
、あ
ま
り
に
も
数
が
多
く
腰
が
痛
く
な
っ

た
た
め
、左
手
で
つ
ぶ
す
は
め
に
な
っ
た
。

と
も
あ
れ
、株
数
が
五
株
で
あ
っ
た
た
め
、

多
少
時
間
は
か
か
っ
た
も
の
の
完
全
に
制
圧

で
き
た
満
足
感
を
も
っ
て
帰
宅
の
途
に
つ
い

た
。次

の
週
、自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
青
虫
制

圧
の
達
成
感
を
胸
に
家
庭
菜
園
に
向
か
っ

た
。が
、結
球
途
中
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
目
の
前
に

し
て
、そ
の
想
い
は
完
全
に
打
ち
負
か
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。キ
ャ
ベ
ツ
に
む
ら
が
る
青
虫

の
数
は
前
週
よ
り
も
多
く
、ま
た
、朝
日
に
光

り
輝
く
緑
の
糞
は
す
べ
て
結
球
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。こ
の
よ
う
な
状
態

で
は
、キ
ャ
ベ
ツ
の
中
に
青
虫
の
糞
が
充
満

し
、と
て
も
食
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考

え
た
次
第
。無
力
感
を
持
ち
な
が
ら
も
泣
き

泣
き
青
虫
捕
殺
活
動
を
終
了
さ
せ
た
。

十
二
月
上
旬
、青
虫
と
の
戦
い
で
表
面
が

ボ
コ
ボ
コ
と
な
っ
た
結
球
キ
ャ
ベ
ツ
。捨
て

る
に
は
忍
び
な
く
家
に
持
ち
帰
り
一
刀
両

断
、内
部
の
状
況
を
仔
細
に
観
察
し
た
。巻
き

込
ま
れ
た
糞
が
消
滅
し
て
お
り
、み
ず
み
ず

し
い
ク
リ
ー
ム
色
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
変
身
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。「
食
え
る
！
」、食
し
た
結

果
、ス
ー
パ
ー
購
入
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
や
わ
ら

か
く
、そ
し
て
美
味
で
あ
っ
た
（
家
族
の
評

価
）。キャ

ベ
ツ
を
青
虫
が
食
ら
い
、青
虫
を
小

鳥
が
食
ら
う
、人

間
は
そ
の
お
こ
ぼ

れ
を
頂
戴
す
る
。

野
菜
作
り
の
プ

ロ
に
は
持
て
な
い

「
自
然
循
環
へ
の

余
裕
」を
持
ち
な

が
ら
家
庭
菜
園
物

語
が
今
後
も
続

く
。

キ
ャ
ベ
ツ
を
青
虫
が
食
ら
い
、青
虫
を
小
鳥
が
食
ら
う
、そ
し
て
…
…

小　

玉　
　
　

実
（
五
一
中
十
八
期
卒
）
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小玉さんの菜園にて
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★場　所…秋田県民会館
★日　時…10月11日(体育の日)
★開　場…13：00

演
奏
内
容

　五城目一中吹奏楽部定期演奏会

教室には家庭科や書道部・美術部の作
品などが展示されるほか、中庭や昇降
口では生徒がいろんなお店を開きます。

五城目高校文化祭五城目高校文化祭第
３
回

第１部　クラシック
　　　　喜歌劇「小鳥売り」セレクションなど
第２部　アンサンブル　
第３部　ポップス
　　　　「カーペンターズ　フォーエバー」
　　　　「ディスコ・パーティーⅡ」

スペシャルゲスト　N.Oブラス 入場
無料

＝イベントの日程＝
ステージ発表　10：00～
後　　夜　　祭　15：30～
花　　　　　火　17：30～

五　高　祭
とき　10月9日㈯



　 廃棄二輪車取扱店が指定引取窓口に
廃棄二輪車を引き渡すときの収集・
運搬料金とリサイクル料金がかかり
ます。
※ リサイクルする前に廃車手続きを済
ませてください。▲

参加企業
　 本田技研工業　ヤマハ発動機　スズ
キ　川崎重工業　成川商会　カジ
バ・ジャパン　アプリリア・ジャパ
ン　福田モーター商会　キムコ・
ジャパン　プレストコーポレーショ
ン　ブライト、ドゥカティジャパン
　ビー・エム・ダブリュー　トライ
アンフ・ジャパン　エムズ商会

外国人の運転免許取得を
お手伝いします

　ＮＰＯ法人「キッズ・サポート・
サービス」では、外国からいらっ
しゃった方の運転免許取得をサポート
しています。
　経験豊富な講師が運転の指導や手続
きを手伝います。
　お近くに免許を取得したい外国の方
がいっらしゃいましたら教えてあげて
ください。

八郎潟町メビウスＯＢ会
３町長を講師に招き研修会を開催

　八郎潟青年者異業種交流会メビウス
ＯＢ会では、五城目・八郎潟・井川町
長を講師に招き研修会を開催します。
研修会の題名は「地域の将来展望につ
いて」です。
　参加料は無料で、どなたでも参加で
きます。ぜひご来場ください。

▲

日　時
・第１回研修会　10月30日㈯
　18時～20時　講師　五城目町長
・第２回研修会　11月 ６日㈯
　18時～20時　講師　八郎潟町長
・第３回研修会　11月27日㈯
　18時～20時　講師　井川町長▲

会　場
　 八郎潟町青年婦人会館ロマンの里
（八郎潟町役場向かい）

秋田白神支部盆栽展が開催されます

　㈳日本盆栽協会白神支部では、会員
が長年心を込めて育てた盆栽30点を五
城館で披露する「㈳日本盆栽協会秋田白
神支部盆栽展」を開催します。入場は無
料です。みごとな盆栽をぜひご覧くだ
さい。▲
日　時　10月９日㈯、10日㈰
　　　　　９時00分～17時00分

（10日は16時まで）▲

会　場　五城館１階ホール

10月はホームページ作成教室
パソコン教室受講生を募集

　パソコン教室では、初めてのホーム
ページ作成教室を開催します。ホーム
ページを作成したいと思っている方は
ぜひ参加してください。
●「初歩のホームページ作成教室」
　平日夜間コース（10時間）
・ 10月19日㈫・20日㈬・26日㈫・27日㈬
　　 18時10分～20時40分
※ 定員は６人。町民センター２階の
「パソコン教室」で開催します。
※ 10月８日㈮よりお申し込みを受け付
けます。

定住促進制度のおしらせ
申請の締め切りにご注意ください

　五城目町では、住宅を新増改築され
たり新卒で就職し、五城目町に定住す
る方に助成を行っています。
　平成15年１月から12月まで住宅を新
増改築された方の申請の締め切りは平
成16年10月末日となっています。
　また、平成16年度の新卒助成の対象
は９月末日まで就職された方です。10
月以降に就職された方は対象外となり
ますのでご了承ください。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・９月６日　５万円　千田安紀子さん
　蓬内台　（亡き夫光夫さん）
・９月９日　３万円　石井定一さん
　築地町　（亡き母リサさん）▲

ご寄付
・ ８月23日　1万4,871円　田町町内会
長　伊藤幸敏さん（夏祭りチャリ
ティーの収益金）

「森山荘」に寄せられた善意

・８月 ２日　理容奉仕
　小杉田啓一さん
・８月19日　トウモロコシ50本
　猿田日出男さん
・８月24日　えだ豆25㌔
　畑澤与左エ門さん
・８月26日　ナス15㌔
　匿名
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問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852－5192）

問い合わせ先
キッズサポートサービス（☎867－2116）

問い合わせ先
養護老人ホーム（☎852－3263）

問い合わせ先：㈳日本盆栽協会
石井　恵（☎852－2840）

問い合わせ先
中央公民館（☎852－4411）

問い合わせ先
役場総務課（☎852－5342）

問い合わせ先
メビウスＯＢ会　児玉（☎875－2092）

森林資料館　五城目城

開催中
11月30日㈫まで

営林署
資料展 　わらしべ塾は家庭・地域・学校が

協力し、子どもが安心して活動でき
る居場所をつくる「地域子ども教
室」です。

◆10月のスペシャル講座
自然観察会▲

日　時　31日㈰
　　　　　９時30分～11時30分▲

内　容　 木の葉が赤や黄色に変化
する秘密を探ります。

※ 参加したい小学生は９時20分まで環
境と文化のむら事務室に来てくださ
い。保護者も一緒に参加できます。

わらしべ塾
開　講　中



関節痛・神経痛・腰痛

医薬品の
　効き目を
　お試しください。

「きゃどっこの秋み～つけた」
フラワーアレンジメントクラブの
展示会と体験講習会を開催します

　フラワーアレンジメントクラブで
は、作品の展示会と体験講習会を開催
します。▲

日　時　10月29日㈮～31日㈰
　　　　　10時00分～18時00分▲

会　場　五城館２階ギャラリー▲

受講料　700円（花材代）
※ 同クラブでは、毎月第４木曜日18時
30分から五城館でレッスンを開催し
ています。お気軽にご参加ください。

稲わらなどの燃焼や
ゴミの不法投棄をやめましょう

　稲わらスモッグの発生を防止するた
め、県公害防止条例の規定により、10
月１日から11月10日までの期間は、稲
わらなどの屋外燃焼行為を禁止してい
ます。
　また、最近道路や山林などへのごみ
の不法投棄が目立っていますが、タイ
ヤや家電品、空き缶だけでなく袋に詰
めたゴミのポイ捨ても目立ちます。
　ゴミの不法投棄は法律で厳しく罰せ
られます。

一定面積以上の土地取引には
届け出が必要です

　10月は「土地月間」、10月１日は
「土地の日」です。一定面積以上の土
地取引の契約をした場合、国土利用計
画法により、土地の権利取得者（買い
主）が知事に届け出をする必要があり

ます。▲

届け出が必要な取引
　 売買、交換、売買予約、譲渡担保、
代物弁済など▲

届け出が必要な土地の面積要件
・都市計画区域内
 　5,000平方㍍以上
・都市計画区域外の区域
 　10,000平方㍍以上
※ 都市計画区域内で10,000平方㍍以上
の場合は、契約前に「公有地の拡大
の推進に関する法律」により売り主
からの届け出が必要です。▲

届け出内容
　土地の所在、利用目的など▲

期　　　限
　契約締結日から２週間以内　▲

罰　　　則
　 期限内に届け出をしなかったり、偽り
の届け出をしたりすると、懲役又は罰
則に処せられることがあります。

10月11日㈪体育の日は
屋内温水プールを無料開放

　10月11日㈪の体育の日は屋内温水
プールを無料開放します。どうぞご利
用ください。

湖東地区の行政書士が
無料で相談を聞きます

　行政書士は、法律に基づき役所に提
出する申請書などの作成や提出手続き
の代理、契約書などの作成などを行
う、法律の専門家です。
　湖東地区の行政書士の皆さんが加入
している県行政書士会湖東支部では、
行政書士無料相談所を開設します。

　相続や会社の設立、自動車保険の請
求など、普段の生活で困ったことがあ
る方は、お気軽に相談所にいらしてく
ださい。▲

日　時　 10月１日㈮、８日㈮、
　　　　　15日㈮、22日㈮、29日㈮
　　　　　10時00分～15時00分▲

会　場　 湖東地区内の各行政書士事
務所

「地域の医療と福祉を考える集い」
を開催します

　男鹿市南秋田郡医師会では、地域の
医療・保健・福祉の充実を図るために、
毎年「地域の医療と福祉を考える集
い」を開催しています。今年のテーマ
は「ちょっと変わった患者さんの言い
分、少し口達者なお医者さんの言い
分」です。入場は無料です。ぜひご参
加ください。▲

日　時　10月29日㈮
　　　　　午後６時30分から▲

会　場　 八郎潟町農村環境改善セン
ター（八郎潟町役場となり）▲

講　演　 あゆかわ・のぼるさん（詩
人・エッセイスト）

メーカーがオートバイの回収・
リサイクルを始めます

　10月１日から、国内オートバイメー
カーと輸入車代理店が自主的に廃棄
オートバイの回収・リサイクルを始め
ます。
　回収は「廃棄二輪車取扱店」または
全国の「指定引取窓口」で行っていま
すのでぜひご協力ください。▲

費　　用

17 KOHO GOJOME NO.843 2004.10.1

美しい仕上がり！高品質！美しい仕上がり！高品質！

新世代コンピュータシステムで制作されたデータを
できる４色同時印刷機

新世代コンピュータシステムで制作されたデータを
できる４色同時印刷機

ダイレクト
イメージング装置内蔵

！
！

デジタルカラー印刷機導入
新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを新世代コンピュータシステムで制作されたデータを！

デジタルカラー印刷機導入デジタルカラー印刷機導入

南秋田郡五城目町東磯ノ目１丁目７－11　tel.018（852）2430／fax.018（855）1055南秋田郡五城目町東磯ノ目１丁目７－11　tel.018（852）2430／fax.018（855）1055

問い合わせ先
役場町民生活課（☎852－5112）

問い合わせ先
伊藤満寿子（☎852－4148）

問い合わせ先
役場総務課管理係（☎852－5332）

問い合わせ先
男鹿市南秋田郡医師会（☎878－7976）

問い合わせ先
県行政書士会湖東支部（☎852－2805）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852－4411）

問い合わせ先：二輪車リサイクル
コールセンター（☎03－3598－8075）



燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀館・昭辰町・館町・中川原・岩城町・樋口 
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区 
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

  1日・14日・18日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

月
・
木

12日・15日・19日
12日・16日・19日
26日・30日

16日・10日・13日
17日・20日・24日
27日

火
・
金

水
・
土

2004年 11月ゴミ日程表

平成15年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　猿田　翔さん）

仕分けする　あなたのゴミに　未来あり

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区 
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町 
米沢町・雀館・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目 
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町 
紀久栄町・館町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

3日・17日（全町）

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

13日（土）

27日（土）

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

8日（月）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

ペットボトル
の収集日は、
４月から毎月
第１・第３水
曜日の月２回
になりました。

● 

十
一
月
三
日
㈬
の
文
化
の
日
と
二
十
三
日
㈫
の
勤
労

感
謝
の
日
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
生
活
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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対　象　地　区　（町 内 名） 収　集　日

馬場目地区・富津内地区 10月15日（金）

大川地区・内川地区 10月16日（土）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）森山地区 10月18日（月）

仲町・長町・米沢町・雀館・昭辰町・馬川地区・館町・中川原・樋口・岩城町 10月19日（火）

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町・御蔵町
小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町

10月21日（木）

次の日程で粗大ゴミを収集します。町内会の指定する場所にお持ちください。
なお、処理手数料として、必ず粗大ゴミの青い標せんを一個ごとに付けてください。
標せんがついていないものは収集しません。ご注意ください。

※ 布団は粗大ゴミで収集できません。小分けにし、ゴミ袋に入れて可燃ゴミに出してください。

粗大ゴミを収集します お　願　い
１. 

２. 

３. 

注） 収集しないもの

 必ず午前８時までに、町内会指定
の収集場所へ出してください。
「冷蔵庫、家庭用冷凍庫、エアコ
ン、テレビ、洗濯機」の収集は、家
電リサイクルセンター（80120
・537915）で受け付けます。
「パソコン」はパソコンメーカー
が回収します。メーカーまたは販
売店に回収を申し込みましょう。

中身の残っている容器類、タイ
ヤ、ガスボンベ（取扱い危険物）、
農機具、廃材などの産業廃棄物
は収集しません。



K40→K0
影：2pt

移動：.25/-.25

日 月 火 水 木 金 土

エアコン
パワーステアリング
パワーウインドー

標
準
装
備

78万円

SKIP！ ALTO誕生
アルトＧ

SUZUKI

車両本体価格（消費税込み）

660・5ドア
2ＷＤ・5ＭT

.75

お出かけが、どんどん軽くなる。お出かけが、どんどん軽くなる。

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

１２３４５６７８９
１０１１１２
７月町民カレンダー

123456789101112
コピー1/-1　効果/スタイライス/ぼかし/1mm

10月1日２

３ ８ ９

1011 1516

1718 2223

293024
31
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25

４ ６ ７

121314

192021

272826

５

29302728

○ 五城目高校文化
祭
○ 秋の馬場目岳清
掃登山（役場集
合・６：40～）

○ 馬場目保育園お
にぎり会と講演
会（馬場目ふれ
あいセンター・
10：00～12：00）

○ 秋の一斉清掃
○ 杉沢祭（杉沢小体育
館・9：20～)
○ 朝市500年記念マラ
ソン大会（雀館運動
公園広場・９：00～）

○ 五城目幼稚園孫
親参観日（９：30
～11：30）

○ 千代田区総合防
災訓練

○ 湖東部防災訓練
（今町・築地町・
田町・９：00～
12：30）

○ 秋の朝市まつり「き
のこまつり」（朝市
通り・９：00～正午）
○ 馬場目小創立130
周年記念学習発表
会・記念音楽会（馬場
目小体育館・

　12：45～）
○ 内川地区合同文化
祭（内川小体育館・
10：00～）

○ 産業文化祭（広域
五城目体育館・
９：00～・31日
まで）
○ 県森山登山競技
会（五城目城下駐
車場・９：00～）

○ 五城目小ふれあ
いなべっこ
○朝市CM10：00
　（秋田朝日放送）

○ 五城目小創立
130周年記念演
劇教室

○ 第13回合併協
議会（五城目町
役場正庁・
13：00～）

○体育の日
○ 五一中吹奏楽部
定期演奏会（県
民会館・
　開場13：00）
○ 全国地域安全運
動（20日まで）

9月26日

○ 五城目・上小阿
仁間駅伝競走大
会（スタート・広
域五城目体育館
前・11：00～)

○ 体育の日スポー
ツ交流大会（雀
館運動公園広場
ほか)

○ 日本美術文化交
流協会サミット
（役場・16：00～）

○ 町功労者表彰式典・
産業文化祭褒賞授
与式（広域五城目体
育館・10：00～）

○ 第14回合併協
議会（五城目町
役場正庁・
13：00～）

○朝市CM10：00
　（秋田朝日放送）

○朝市CM6：00
　（秋田朝日放送）

○朝市CM19：00
　（秋田朝日放送）

○朝市CM13：20
　（秋田朝日放送）

○朝市CM14：00
　（秋田朝日放送）
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おたんじょうおめでとうございます

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成16年８月末現在）

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

安　部　茉
ま

　耶
や

ちゃん ８月18日 則　夫・美　子 新　　町

澤　井　聖
ひじ

　月
る

ちゃん ８月22日 卓也・あゆみ 新　里　町

 前月比 昨年比

人　口 　12,282（－21）（－173）
（男）　  5,809（－13）（－091）
（女）　  6,473（－08）（－082）
世　帯　 4,116（ 00）（ 0 0）

▼
全
町
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た

十
二
日
は
と
っ
て
も
暑
い
日
で

し
た
ね
。
あ
の
一
日
で
日
焼
け

を
し
て
し
ま
っ
た
方
、
か
な
り

多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
▼
当
日
、
私
は
町
内
対

抗
リ
レ
ー
に
参
加
。
バ
ト
ン
を

も
ら
い
初
め
は
調
子
よ
く
走
れ

て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
頭
で

考
え
た
と
こ
ろ
よ
り
も
足
が
あ

が
ら
な
く
な
り
、
「
あ
っ
！
」

と
思
っ
た
瞬
間
、
地
面
に
右
ヒ

ザ
蹴
り
。
電
池
が
切
れ
た
よ
う

に
本
部
前
で
転
倒
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
▼
日
焼
け
に
お
湯
が

染
み
る
の
は
仕
事
が
ら
慣
れ
っ

こ
で
す
が
、
ヒ
ザ
に
お
湯
が
染

み
た
の
は
十
数
年
ぶ
り
。
▼
数

日
後
、
ヒ
ザ
に
で
き
た
か
さ
ぶ

た
を
さ
わ
り
な
が
ら
、
「
温
水

プ
ー
ル
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
よ

う
」
と
小
さ
な
決
意
を
固
め
ま

し
た
。
ト
ホ
ホ
…

No.103

石　川　誠一郎 さん 78歳 8月 3日 杉　　沢

猿　田　秀　雄 さん 83歳 8月 6日 仲　　町

猿　田　チ　ヱ さん 76歳 8月12日 広　青　苑

猿　田　清　司 さん 93歳 8月19日 樋　　口

北　島　ト　ミ さん 88歳 8月23日 大川３区

小　森　禮太郎 さん 87歳 8月25日 小　池　町

遠　藤　春　治 さん 81歳 8月26日 広　青　苑

椎　名　恭　藏 さん 93歳 8月30日 富　　田
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「すくすく元気に
　やさしい子に育ってネ♥」

お父さん・お母さんより　　

はじめまして

安　部　茉
ま

　耶
や

　　です
よろしくネ！

収穫の秋
いただきます！

新米で作った「だまこもち」
新鮮「やさい」、旬の「きのこ」
みんないっしょにグッツグツ

五城目名物「だまこなべ」
さぁ、みんなでいっただっきまぁ～す。

（撮影：盆城庵）

」をほおば


